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図２ 小さなクライをスタットを用いた低温濃縮オ
ンラインGC分析に用いるシステム （NIT-P型）
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低温前濃縮器（NIT-P）

冷却温度 マイナス５０℃〜マイナス１９３℃
加熱温度 １２０~１５０℃
繰り返し測定時間設定 ４点可能
（ex.5,10,15,20分)
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冷却⽅法
〇液体窒素の必要量を冷却部分の供給する
（冷却温度の設定と温度コントロール）

〇液体窒素の供給は、常にオープンシステムにより⾏う。
（冷却しないとき ２⽅向への放出する）

（冷却するとき 冷却部分への液体窒素の導⼊）
〇液体窒素のジュワービン瓶中の液体窒素は微加熱チップによる気化に

より送液する

（注意事項：液体窒素は常に開放系の状態にある）
（ジュワービン内容積 ４００ｍｌ⼜は約5リットル）
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低温前濃縮器使⽤によるクロマトグラム
アセトン ３２ｐｐｂ m/z 58
エタノール ７．８ｐｐｂ m/z 46
注⼊量 ２５mｌ

直接注⼊によるクロマトグラム
アセトン ３２ｐｐｍ m/z 58
エタノール ７．８ｐｐｍ m/z 46
注⼊量 １ｍｌ
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装置改良点び新規の工夫

〇 液体窒素供給タンクを従来５００mｌから５リットルに拡大
長時間連続運転が可能になった

〇サンプル導入機構の改善
六方バルブの導入により減圧性能の向上

〇冷却濃縮時の温度コントロールの改善
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Fig. 手から採取した皮膚ガスのクロマトグラム アセトンの多い事例
(①アセトアルデヒド、② アセトン、③ エタノール、④ トルエン、⑤ リモネン、
⑥オクタナール、⑦ノナナール、⑧2‐エチル‐1-ヘキサノール、⑨メントール)
被検者はダイエットを行い、前回測定より数十倍の高いアセトン濃度が検知された。 12



LIquid nitrogen supply

Time elapsed after drinking ethanol 

（ 三林らの⽂献より改変）

⽪膚ガスエタノールを⼀定時間ごと
に濃縮しながら検知
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⼿表⾯からの⽪膚ガスのサン
プリング

BIOSENSOR





勝⼭雅⼦、AROMA RESERCH, 
No.77(Vol.20, No.1,2019)より引⽤



勝⼭雅⼦、AROMA RESERCH, 
No.77(Vol.20, No.1,2019)より引⽤
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List of compounds confirmed assignments by 
GC/MS

Yanan Gao, Hidenori 
Noguchi, Kohei Uosaki, RSC 
Adv., 2023, 13, 5467~5472. 
より改変引⽤

９０分ごとに
サンプリング

４回の充
放電
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閲覧ありがとうございまし
た。

弊社のホームページもご覧
ください。

問い合わせ先
tsuda@pico-device.co.jp


